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文化財建造物に使用された金箔に関する保存修復科学的な調査研究 

東京文化財研究所 保存修復科学センター 

伝統技術研究室  

 

１、目的 

現在日本国内における金箔生産は金沢が99%行っており、文化財建造物の修理にも多く使

われている。しかし金沢における箔生産は明治期以降であり、江戸時代以前の箔生産の実態

や使用には不明な点が多い。本研究では、文化財建造物における金箔の歴史的な使用状況

のデータベースを作成するとともに、文献史料や旧塗装彩色材料が確認される実際の文化財

建造物をモデルケースとして取り上げ、歴史的な金箔作成技術の変遷に関する基礎調査を実

施する。この結果を、現状に即した塗装修理に使用する金箔作成に役立てる方法の確立を目

指すことを主目的とする。 

 

２、成果 

1. 文化財建造物における金箔を使用した修理状況の悉皆調査 

国宝の文化財建造物について、社寺・城郭・民家建造物にわけた修理報告書に記載され

ている金箔使用の状況を網羅的にピックアップして一覧表形式に纏めた。その結果、東照宮

などの霊廟建造物や大寺院本堂などでの金箔の使用が高い実体が明らかになった(資料 1)。 

 

2. 文献史料や旧塗装彩色材料が確認される文化財建造物の金箔変遷と箔技術復元に

関する基礎調査 

文化財修理に使用された金箔に関する歴史的な調査は、江戸時代以前の金箔の材質・技

法に関する具体的な文献史料は全く知られていないため、これまでほとんど行われておらず、

不明な点が極めて多い。これは、江戸時代における金箔の生産は江戸幕府勘定奉行管轄の

金座に繋がる江戸箔座が中心であり、これに京都・会津・仙台などが加わる程度の極めて限

定された場所であったこと。これらの生産工房は現在では完全に途絶しているため、当時の記

録が残っている可能性は少ないと考えられること。さらには、現在、我が国の金箔生産の 99％

は金沢が占めて金沢においても、金沢城二の丸御殿造営に伴い一次的に京都の技術が導

入された程度であったため、当時の記録は調達や使用量に関する記録は僅かに見られるもの

のが、材質や製法に繋がる記録は残されていないことなどによる。 

このような状況のなか、日光東照宮では、三代将軍徳川家光による寛永 13 年(1636)の大造

替以来、連綿と修理が行われており、その都度の修理に関する施工記録が日光奉行に報告

されてきた。幸い日光東照宮にはこのような各年代の修理に関する記録の多くが残されており、

そのなかには、修理材料や技法に関する詳細な記録も幾つか存在する。現在、日光東照宮

の平成期修理に伴い、これら江戸時代の塗装彩色の修理記録に関する文献史料の基礎調査



 

 3 
 

を、日光社寺文化財保存会と東京文化財研究所が共同で進めており、そのなかに金箔の仕

様を断片的ではあるがいくつか確認した(資料 2、表 1)。特に寛政期修理に伴う記述が多い

『日光方  諸方本途』には、金箔の材質や製法に関する有益な参考となる内容として、①金

箔の原材料となる金材料には甲州金や元禄之金などが存在したこと、②金箔には、色よし・焦

箔・常色・青色が存在し、値段は色よしが最も高く、焦箔がそれに続くこと、③金具の表層鍍金

には色よしが使用され、塗装彩色には焦箔の使用頻度が高いこと、④このうちの三寸五分四

方の焦箔を100枚打つに当たり、金材料は金1両：銀2分、すなわち金：銀比率＝約83％：17

％であることなど、⑤金箔のインゴッドとなる金材料には｢甲州金｣を使用する場合もあったよう

であるが、この｢甲州金｣の金：銀配合比率も金含有比率が 81～８３％程度とされており、④野

数値と一致する、などがわかった。 

今年度の金沢箔技術進行研究所と東京文化財研究所の共同研究では、この仕様に則った

配合比率に合わせた焦箔復元を行った。その結果、寛政期の金箔が塗装修理過程でも発見

された東照宮透塀の資料と類似した色調であった。 

 

報告 

北野信彦「日光東照宮建造物に使用された江戸期の金箔に関する調査」平成 26 年度金沢金箔

伝統技術保存会視察研修会、日光社寺文化財保存会、2014.11.25 透塀の寛政期金箔（焦箔と想

定）と各時期の金箔資料 

  

日光東照宮における年代の異なる金箔資料       日光古文書から復元した寛政期の焦箔 ① (左端) 

  

日光古文書から復元した寛政期の焦箔 ②             箔打ち用の和紙 
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日光社寺建造物の江戸期修理で用いられた金箔復元 

に関する調査         (文化財保存修復学会第 37回大会要旨)  

 

◎ 北野 信彦(東京文化財研究所)、佐藤 則武（日光社寺文化財保存会）、松村 謙一（金沢金箔伝 

統技術保存会）、市川 篤・北川 和夫(金沢箔技術振興研究所) 

 

1.はじめに 

現在、日光東照宮をはじめとする日光二社一寺の文化財建造物群では平成期修理が行われてい

る。このうちの塗装修理では、旧塗装の掻き落とし・新規塗り直しの方法が取られているが、この旧塗装

の掻き落とし作業に伴い寛永造替期をはじめとする各時期の漆塗装に金箔が貼られた修理痕跡が検

出された。これら金箔の色相は、比較してみると建物の箇所と時期により異なる。今回これら日光社寺建

造物の江戸期修理で用いられた金箔の分析調査と関連する文献史料調査、さらに今後の修理の参考

とする目的で文献史料の配合比率に則った金箔復元と、江戸期の修理仕様に併せた塗装復元手板の

作成実験を行ったので、その内容を報告する。 

 

2.文献史料の調査 

『日光方 諸方本途』などの日光社寺建造物群における修理記録の文献史料によると、江戸時代中期

頃には色吉（いろよし）、焦（しょう）箔、常色、青箔もしくは青色の四種類の金箔が存在し、少なくとも寛

政期頃の日光における塗装彩色修理では、色吉と焦箔の二種類が使用されていた。このうちの色吉は

金具鍍金の上層（下層は銀箔と中層は焦箔）箔など、建物の中でも重要な箇所での使用に限定され、

木彫極彩色や平彩色などの建造物の塗装彩色にはもっぱら三寸五分の焦箔が用いられたようである。

さらにこの焦箔の原材料（インゴッド）は、甲州金（金:銀の配合比率は金含有量が約81～83%程度とされ

る）もしくは金 1 両に対して銀 2 分（金：銀の配合比率は 83%:17%）であったと記されていた。また金箔の

仕様と直段をみると、塗装彩色修理には日光方、江戸方とともに狩野派も参画していたことがわかった。 
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3.各年代の旧塗装材料の金箔調査と復元金箔手板の作成 

本調査では、西側板壁面北間中央上部の漆箔板壁面から剥落した破片片に貼られた宝暦 3年の 

金箔：これはオリジナル絵画である松葉彩色が剥落し、その下から目視観察された金箔、寛永造替期

の黒漆層に貼られた金箔、さらには透塀修理の際に検出された寛政期頃の金箔の年代観が異なる三

試料について、金色の色相比較と蛍光Ｘ線分析を実施した。まず目視による金の発色を比較すると、

前二者は金の発色は良好であるが、試料 3 はそれとは明らかに異なる青みがかった青金色の発色で

あった。次に分析結果をみると、試料 1,2 からは強い金のピークとともにごく微量の銀(Ag)が検出され

た。一方、試料3は、金とともに前二者よりは強い銀が検出された。本試料群と金銀配合比が明確な比

較標準試料である金箔試料との金色の色相や分析結果の比較検討を行った結果、試料1,2は今日の

金箔 3 号色と同 4 号色のほぼ中間、試料 3 は色相と金・銀の検出検量線比較値ともに今回新たに文

献史料の配合比率に併せて復元した焦箔と類似しており、今日の金箔仲色と三歩色の中間に位置し

ていた。以上の結果から、透塀の平彩色に使用された金箔は文献史料が記録する焦箔であり、陽明

門の漆箔板壁面に貼られた金箔は寛永造替期、宝暦修理期ともに金発色が良好な色吉に相当する。 

    

寛永造替期金箔痕跡           同  拡大          同 蛍光Ｘ分析結果       金箔 4 号色（金：銀＝95:5） 

    

陽明門板壁面の宝暦期金箔    透塀の寛政期金箔      同 蛍光 X線分析結果       復元焦箔（金：銀＝83:17）   

    

復元金箔〔焦箔〕の作成①  復元金箔〔焦箔〕の作成②     完成した復元金箔（焦箔）  復元漆箔手板と金箔資料の比較 

                                                       （焦箔と寛政金箔・三号色と寛永金箔） 

4.まとめ 

これまで日光二社一寺建造物の昭和期修理に伴う旧塗装彩色材料に関する分析や修理記録に関す

る調査は断片的に行われてきたが、両者を横断的に見据えた調査研究は少なかった。さらに江戸期の

文献史料や分析結果から修理材料や仕様を念頭に置いた材料･技術の復元実験は初めての試みであ

り、江戸時代の金箔使用の実体を知る上での一定の成果を上げることができた。 

 

本調査は、平成 26～27 年度の東京文化財研究所と金沢箔技術振興研究所による共同研究『文化財建造物に使用された金

箔に関する保存修復科学的な調査研究』の成果の一部である。 
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(文献史料調査) 日光方  諸方本途         村上 

      箔 

一、金箔  百枚ニ付     目方  金 三分五厘 

   但 三寸四分 

一、銀箔   同         同   銀 四分  

但  四寸 

右 彼金之値ニ 生鉛金也 

焦箔ハ 金壱両ニ 銀弐分入ル 

弐割 引 

右之割           三寸五分 

一、金壱両ニ付   弐百八拾七枚出来 

   但 三寸四分 ニテ 弐百枚 

一、金之値を見候本金三百本 占取○○候 

一、四拾七本   色よし 

一、四拾九本   焦箔 

一、五拾四本   常色 

一、六拾四本  青箔 

右 甲 甲州金 

一、五拾本 五分 

 但 甲州金之内 甲ハ 宜候 ニテ 

右 金 元禄之金 ニテ 

一、七拾六本 なり 

 

辰年 

西丸御修復之節 

一、滅金御金物箔研水相後焼返し三寸五分焦箔ニ相仕立手間 

諸入用引 

拾坪 ニ付 箔拾五枚弐分 

 但 五篇三篇平均之積り 

後  松井伊賀 

 

同年 

西丸御修復之節 

大広間虎之間遠侍間御彫物絵箔○之方 

一、 千弐拾四坪壱合五〆弐才 

内         四拾七枚  大広間向 
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八百三拾坪壱合六〆弐才  御彫物之分 

百九拾三坪九合四〆四才  御○冥  入捌之分 

   上納 三百枚   三寸五分  箔    揃  飯田八○衛 

     代 五拾八匁壱分四毛        百枚ニ付   拾九匁三分八厘 

西丸御修復之節 

一、 砂子切手間之残百枚ニ付 代銀壱匁五分 先達○ 御直段申上候 ○○度御吟味ニテ 

右之内六分ツツ 引方 ○○渡○○候 依之此段申上候 

三寸五分箔百枚ニ付 代銀九分       但 大石小石大山枡小山枡切通し迄平均 

 辰 十二月                          山川喜右衛門 

 

右 同断 御修復之節 

一、焦箔   三寸五分         百枚ニ付  代 銀拾九匁三分八毛 

一、色吉     同             同     代 銀弐拾壱匁六分弐厘 

一、青色      同              同     代 銀拾六匁 

一、焦箔   三寸八分 切積箔     同     代 銀弐拾六匁六分 

一、色吉     同             同     代 銀弐拾九匁六分 

一、青色      同             同      代 銀弐拾五匁 

一、大焼紋金泥 揃目         壱目ニ付    代 銀四拾六匁 

一、紋金泥    同            同     代 銀四拾三匁           但 三拾匁 ○ 

一、切箔大サ 

 一 大石、一 小石            壱歩四方値  

 一 大山枡、一 小山枡         五厘四方値 

 一 小みじん、一 みじん、一 のげ  細く箔大サ丈ニ               」 

 

寛政元酉年十月十八日伺上 

 大奥新御殿具外御修復方渡相御買上 

一、上焦四寸切○箔  百枚 三拾五匁 

一、上焦三寸砂子箔  百枚 拾五匁五分 

一、上消紋金泥   壱匁ニ付 六拾五匁 

一、粉緑青    壱匁目ニ付  六匁九分九厘 

一、青弐番緑青   同     同 断 

一、白弐番緑青   同     同 断 

一、透煮皮      同   弐匁三分 

一、粉○らら    壱匁目 弐匁六分七厘 

一、黄土       同     壱分 

一、水干丹     同     五分 
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一、志おう      同    弐匁 

一、大輪正○子   壱枚   五匁弐分三厘 

一、絵筆       壱○  壱匁弐分三厘 

一、木地絵ばけ    平物壱枚   拾枚  弐匁四分弐厘 

三寸 弐枚  弐寸五分  弐枚 

一、            弐寸  同   壱寸五分  同 

              壱寸  同 

一、上和形○    壱丁  九匁七分弐厘 

一、羽ほうき     壱本  八分 

一、大○羽ほうき  壱本  壱匁八分 

一、大焼金泥    壱○ニ付  七拾五匁 

一、青金泥        同    五拾匁 

一、紫土       壱匁目     壱分                              」 

 

「一、上絵具御彩色之仕方 

   紺青之下ハ    青黛墨ニテ塗 

   緑青之下ハ    木之具ニテ塗 

   朱之下ハ       肉色ニテ塗 

   紫土之下ハ    黄土ニテ塗 

 

｢肉色合方 

   一、胡粉  百目 

   一、丹   五拾目 

   一、水   三合程 

   一、膠   九目     

 

肉色之合方 

一、五十以上  黄土 長吉丹 水干面胡粉 三色当分ニ○ うす膠ニテ合 

一、五十以下   丹胡粉   合方同断                               」 

    

 

｢一、同 朱之雲繝下地被方 同断  肉色ニテ縁ヲ取 又 濃キ肉色ニテ縁ヲ立上  

塗ハ朱 都合五篇ニテ仕立ル事 

 

一、同 緑青之雲繝下地被方 同断ニして 白緑ニテ縁ヲ立 又 木ノ具ニテ縁ヲ立上 

塗ハ緑青ニテ 都合五篇に仕立ル事                             ｣ 
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｢  箔方 

                          

一、大彫物彩     三寸五分 焦箔    三拾六枚  壱人四方壱坪ニ付     代 弐匁弐分壱厘 

  是ハ御○御本社○○梁之龍 仁王御門 狛犬之彩 金形有之御彫物之分江直段相用御積リ 

一、花鳥生彩御彫物    同         三拾五枚      同         代 壱匁八分五厘弐

毛 

   是ハ大小龍獅子子象模鼻彩 菊牡丹筆彫物 其外ハ 御彫物此直段相用音積リ 

一、御唐戸附彫物     同        弐拾枚         同         代 壱匁六分弐厘 

一、地紋御彫物    三寸五分 焦箔    弐拾枚  壱人四方壱坪ニ付     代 壱匁四分壱厘 

一、御蔀 舞良戸 組物 面箔 几帳面蜜化粧裏板絵蛙股溜遅装金○○之彩 三寸五分 焦箔 

                                      同    代 壱匁五分五厘  拾三枚 

一、右 同断 弐篇箔          同               弐拾弐枚     代 弐匁壱厘 

一、観宝珠  風鈴 風鐸 之彩    同               拾五枚   同  代 壱匁弐分五厘 

一、花窓格子 大燈口立縁    壱人四方壱坪ニ付    同  拾八枚      代 壱匁壱分六厘 

  但 四分市油煙形組入有之○ハ ふ相当ニ付 此度御金物彩江○○ 申候事 

一、御羽目御板御長押裏甲台○上ヶ裏竪○○天井   同   弐篇押   同  代 九分壱厘 

一、右同断 壱篇押   三寸五分 焦箔    拾壱枚   同   代 七分壱厘八毛 

  但○之○ハ 直段割合相用御積り 

一、御納戸 片面ニ付     同  拾枚           同    代 九匁六厘八毛 

一、瓦木口之彩    壱人四方壱坪ニ付    同  拾三枚    代 弐匁三分七厘           

                                         同 銀壱分壱厘墨色絵之彩 

一、礬水洗  灰汁洗  但 歩通押坪を引○坪ニテ相立御積り   同    代 弐分六厘 

  但 少ニツツ ○○省之○○共ニ  

一、綿巾 壱分以下ハ此直段相用壱分以上箔○仕○綿巾之○ハ右○坪江此直段相用御積り 

  同  代 三厘        是ハ御彫物彩地紋御彫物御蔀 舞良戸之彩御羽目御○彩四口人ニ 

                   平均九割八分引四ッ割之平均直段 

一、雑具代    歩通之坪   子坪ニ付   代 百弐拾弐匁弐分 

         但 礬水洗灰汁洗綿巾○ニハ 不相立御積り 

拾六口 

金銀百四拾壱匁七分八毛   但箔押漆巾綿共ニ積り込置 

右者  

御霊屋向御修復御用箔押方壱坪当御直段再惣引方御吟味之上書上御○書面之○御○候 

右御直段ニテ御請仕御○○之辺御箔押方○分 入○相仕立御用無生ニ相勤可申候  

右 御○○之外○ 御庄御○ハ ○○之直段割合を以 御入用御立○○下候以上 

  寛政八辰年  十月       入江喜兵衛 印      

安永六○年 御作事方本途日光御宮 御霊 御本坊向 御修復之○古本途之内 書抜写置 
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一、箔押日雇手間飯米共ニ 

  一日壱人ニ付    賃銀  五匁弐分 

一、箔押細工人壱人ニ付 坪数押御覚 

  無地金              一日壱人ニ付                     七坪程 

  彫物                 同断                         弐坪程 

  花窓格子組子油煙形同断 火燈口立○ 四分一彩                  四坪程 

  御蔀 舞良戸組物 面箔化粧裏板ハ○ 面燭風鈴○○金○○彩   同断   弐坪程 

  御唐戸附彫物            同断                       三坪五合程 

  地紋彫物               同断                          四坪程 

 

文政度  〆   御霊屋奥院                                          ｣ 

 



【国宝建造物（神社・寺院・城郭）一覧】 ※グレー下塗り箇所は報告書が手元にあるもの

報告書名 編著者 刊者 発行年 構造材・軸部 装飾 建具・天井絵等

宮城 A-1 大崎八幡宮 大崎八幡宮　本殿、石の間、拝殿 慶長12 1
国宝　大崎八幡宮本殿・石の間・拝殿保存修理工事
報告書(本文編)、(図版編)

財団法人　文化財建造物
保存技術協会

大崎八幡宮 平成16 ○ ○ ○ ○

山形 A-2
月山神社出羽神
社湯殿山神社

羽黒山五重塔 応安5 1

A-3 東照宮本殿、石の間及び拝殿 寛永13 1 国宝・重要文化財　東照宮　

A-4 東照宮正面及び背面唐門 寛永13 2
本殿、石の間及び拝殿　正面唐門　東西透塀　神輿
舎　表門附簓子塀

A-5 東照宮東西透塀 寛永13 2 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　修理工事報告書
財団法人日光社寺文化財
保存会

宗教法人　日光東照宮 平成25

A-6 東照宮陽明門 寛永13 1 国賓東照宮陽明門 日光社寺文化財保存会 日光東照宮 昭和49

A-7 東照宮東西回廊 寛永13 2

A-8 本殿 江戸中期 1

A-9 中門（前殿） 江戸中期 1

静岡 A-10 久能山東照宮 久能山東照宮本殿、石の間、拝殿 元和3 1
重要文化財久能山東照宮第一期　第二期修理工事
報告書第一集

重要文化財久能山東照宮
修理委員会

重要文化財久能山東照宮
修理委員会

昭和43 ○ ？ ○ ○

A-11 日吉大社西本宮本殿 天正14 1

A-12 日吉大社東本宮本殿 文禄4 1

A-13 都久夫須磨神社 都久夫須磨神社本殿

慶長7（身
舎）、永禄
10（向拝及

び庇）

1 国宝都久夫須麻神社本殿修理工事報告書
国寶都久夫須麻神社境内
出張所

国寶都久夫須麻神社境内
出張所

昭和12 ○ ？ ○ ○

A-14 御上神社 御上神社本殿 鎌倉後期 1
国宝　御上神社本殿ほか三棟(重要文化財拝殿・楼
門・摂社若宮神社本殿)保存修理工事報告書

滋賀県教育委員会文化財
保護課

平成18 ○ × ○ ×

A-15 大笹原神社 大笹原神社本殿 応永21 1
国宝大笹原神社本殿・重要文化財大笹原神社境内
社篠原神社本殿修理工事報告書

滋賀県教育委員会事務局
社会教育課

大笹原神社 昭和39

A-16 苗村神社 苗村神社西本殿 徳治3 1
國寶並重要文化財苗村神社東西本殿修理工事報
告

滋賀縣敎育委員會事務局
社會敎育課

滋賀縣敎育委員會事務局
社會敎育課

昭和33

A-17 本殿 文久3 1

A-18 権殿 文久3 1

A-19 北野天満宮
北野天満宮　本殿、石の間、拝殿
及び楽の間

慶長12 1

A-20 豊国神社 豊国神社唐門 桃山 1

A-21 東本殿 文久3 1 賀茂御祖神社無指定建造物調査報告書 建築研究協会 賀茂御祖神社 平成20

A-22 西本殿 文久3 1

A-23 宇治上神社本殿 平安後期 1

A-24 宇治上神社拝殿 鎌倉前期 1

A-25 住吉大社
住吉大社本殿
第一殿より第四殿に至る四棟より

文化7 4
住吉大社歴史的建造物調査報告書(本文編)(図版
編)

住吉大社歴史的建造物調
査委員会

住吉大社奉賛会 平成21 ○ × × ○

A-26 桜井神社 桜井神社拝殿 鎌倉後期 1

建物名称 建立時代
員
数

報告書関係

神　　　社

金箔使用箇所所在
地

栃木

長野

金箔の
有無

○ ○ ○ ○

No. 名称

京都

賀茂別雷神社

賀茂御祖神社

宇治上神社

東照宮

仁科神明宮

日吉大社

滋賀

大阪



A-27 春日大社
春日大社本殿
第一殿より第四殿に至る四棟より
なる

文久3 4
国宝春日大社本社本殿四棟外九棟・中門・東御廊・
西及び北御廊・捻廊・幣殿・直会殿・移殿・摂社若宮
神社拝舎・細殿及び神楽殿　修理工事報告書

奈良県文化財保存事務所 奈良県教育委員会 昭和52 ○ × ○ ×

A-28 石上神宮拝殿 鎌倉前期 1
国宝　石上神宮拝殿　重要文化財同楼門修理工事
報告書

奈良県文化財保存事務所 奈良県教育委員会 昭和62

A-29 石上神宮摂社出雲建雄神社拝殿 正安2 1

A-30 宇太水分神社
宇太水分神社本殿
第一殿より第三殿に至る三棟より

元応2 3

A-31 神魂神社 神魂神社本殿 天正11 1

A-32 出雲大社 出雲大社本殿 延亭元 1

岡山 A-33 吉備津神社 吉備津神社本殿及び拝殿 応永32 1
国宝・重要文化財　吉備津神社本殿・拝殿・北隋神
門　修理工事報告書

国宝吉備津神社修理委員
会

国宝吉備津神社修理委員
会

昭和31 ○ × ○ ○

A-34 本社本殿、幣殿、拝殿
元亀2(本
殿）、仁治

1

A-35 本社祓殿 仁治2 1

A-36 摂社客神社本殿、幣殿、拝殿 仁治2 1

A-37 摂社客神社祓殿 仁治2 1

A-38 東廻廊 永禄～慶長 1

A-39 西廻廊 永禄～慶長 1

山口 A-40 住吉神社 住吉神社本殿 応安3 1

香川 A-41 神谷神社 神谷神社本殿 建保7 1

A-42 本殿 慶長15 1

A-43 廊 慶長15 1

A-44 幣殿 慶長15 1

A-45 拝殿 慶長16 1

A-46 楼門 慶長18 1

大分 A-47 宇佐神宮
宇佐神宮本殿
第一殿より第三殿に至る三棟より

安政2～文
久元

3 国宇佐神宮本殿修理工事報告書
財団法人文化財建造物保
存技術協会

宇佐神宮 昭和60

岩手 B-1 中尊寺 中尊寺金色堂 天治元 1 国宝中尊寺金色堂保存修理工事報告書
国宝中尊寺金色堂保存修
理委員会

国宝中尊寺金色堂保存修
理委員会

昭和43 ○ ○ ○ ○

B-2 瑞巌寺本堂 慶長14 1
国宝・重要文化財瑞巌寺本堂・庫裏・廻廊・御成門・
中門・門附太鼓塀。五大堂　修理工事報告書

国宝瑞巌寺第二期修理委
員会

国宝中尊寺金色堂保存修
理委員会

昭和33

B-3 瑞巌寺庫裏及び廊下 慶長14頃 1

福島 B-4 願成寺 阿弥陀堂（白水阿弥陀堂） 永歴元

栃木 B-5 輪王寺 輪王寺大猷院霊廟 承応2

埼玉 B-6 歓喜院 聖天堂 延宝元 1 重要文化財歓喜院聖天堂保存修理工事報告書
公益財団法人 文化財建
造物保存技術協会

宗教法人歓喜院 平成23 ○ ○ ○ ○

東京 B-7 正福寺 正福寺地蔵堂 応永14 1 国宝正福寺地蔵堂修理工事報告書 東村山市史編纂委員会 東村山市史編纂委員会 昭和43

神奈
川

B-8 円覚寺 円覚寺舎利殿 室町中期 1 国宝円覚寺舎利殿昭和修理報告書
国宝円覚寺舎利殿修理事
務所

国宝円覚寺舎利殿修理事
務所

昭和27

石上神宮
奈良

島根

広島

熊本

厳島神社

青井阿蘇神社

○ × ○ ○

寺　　　院

瑞巌寺宮城



B-9 仏殿 万治2

B-10 法堂 明暦元

B-11 山門 文政元

B-12 明通寺本堂 正嘉2 1 国宝明通寺本堂　三重塔修理工事報告書
国宝明通寺本堂・三重塔
修理委員会

国宝明通寺本堂・三重塔
修理委員会

昭和32 × × × ×

B-13 明通寺三重塔 文永7 1 ○ × ○ ○

B-14 清白寺 清白寺仏殿 応永22 1 国宝清白寺仏殿修理工事報告書 国宝清白寺仏殿保存会 国宝清白寺仏殿保存会 21245

B-15 大善寺 大善寺本堂 弘安9

国宝善光寺本堂保存修理工事報告書                                                                         
財団法人　文化財建造物
保存技術協会

善光寺 平成2

重要文化財善光寺修理工事報告書第二集
重要文化財善光寺本堂修
理委員会

重要文化財善光寺本堂修
理委員会

昭和37

B-17 安楽寺 安楽寺八角三重塔 鎌倉後期

B-18 大法寺 大法寺三重塔 正慶2

B-19 安国寺 安国寺経蔵 応永15

B-20 永保寺開山堂 室町前期

B-21 永保寺観音堂 室町前期

愛知 B-22 金蓮寺 金蓮寺弥陀堂 鎌倉後期 1 國寶金蓮寺彌陀堂修理工事報告書 金蓮寺彌陀堂修理委員会 金蓮寺彌陀堂修理委員会 昭和29

B-23 石山寺本堂 永長元、慶長7（礼堂）1 國寶石山寺本堂修理工事報告書
滋賀県教育委員会事務局
社會教育課

滋賀県教育委員会事務局
社會教育課

昭和36 ○ × ○ ×

B-24 石山寺多宝塔 建久5

B-25 延暦寺 延暦寺根本中堂 寛永17 1
國寶延暦寺根本中堂及重要文化財根本中堂廻廊
修理工事報告書

國寶延暦寺根本中堂修理
事務所

國寶延暦寺根本中堂修理
事務所

昭和30

B-26 園城寺新羅善神堂 貞和3

B-27 勧学院客殿 慶長5 1
国宝圓城寺勧学院客殿　重要文化財毘沙門堂修理
工事報告書

滋賀県教育委員会事務局
社会教育課

滋賀県教育委員会事務局
社会教育課

昭和32 ○ × × ○

B-28 光浄院客殿 慶長6

B-29 園城寺金堂 慶長4 1 国宝園城寺金堂保存修理工事報告書
滋賀県教育委員会事務局
文化財保護課

滋賀県教育委員会事務局
文化財保護課

39872 × × × ×

B-30 宝厳寺 宝厳寺唐門 慶長8

B-31 長寿寺 長寿寺本堂 鎌倉前期

B-32 常楽寺本堂 延文5 1 国宝常楽寺本堂及塔婆維持修理工事報告
滋賀県國寶修理常楽寺境
内出張所

滋賀県國寶修理常楽寺境
内出張所

昭和16

B-33 常楽寺三重塔 応永7

B-34 善水寺 善水寺本堂 室町前期 1 国宝善水寺本堂修理工事報告書 滋賀県教育委員会 滋賀県教育委員会 27850

B-35 金剛輪寺 金剛輪寺本堂 室町前期 1 国宝金剛輪寺本堂修理工事報告書 滋賀県教育委員会 滋賀県教育委員会 20179

B-36 西明寺本堂 鎌倉前期 1 国宝西明寺本堂他一棟修理工事報告書 滋賀県教育委員会 滋賀県教育委員会 30316

B-37 西明寺三重塔 鎌倉後期 1 国宝西明寺本堂及塔婆修理工事報告
西明寺境内滋賀県国宝建
造物修理出張所

西明寺境内滋賀県国宝建
造物修理出張所

　昭和14

○ ○ ○

西明寺

善光寺B-16 1

富山

福井

山梨

長野

岐阜

滋賀

宝永4善光寺本堂

瑞龍寺　

明通寺

永保寺

石山寺

園城寺

常楽寺

○



あ 大徳寺唐門 桃山 1
国宝重要文化財大徳寺唐門勅使門修理工事報告
書

京都府教育庁指導部文化
財保護課

京都府教育庁指導部文化
財保護課

平成15 ○

と 大徳寺方丈及び玄関 寛永12 2

で 竜光院 竜光院書院
江戸前

期、寛永
1

国宝並びに重要文化財　龍光院書院・本堂・盤桓
廊・兜門修理工事報告書

京都府教育委員会 京都府教育委員会 昭和42 × × × ×

い 大仙院 大仙院本堂 永正10 1 国宝大仙院本堂附玄関修理工事報告書
京都府教育庁文化財保護
課

京都府教育庁文化財保護
課

昭和36 ○

れ 大報恩寺 大報恩寺本堂（千本釈迦堂） 安貞元 1 国宝大報恩寺本堂修理工事報告書
国宝大報恩寺本堂修理事
務所

国宝大報恩寺本堂修理事
務所

昭和29 ○

ま 南禅寺 南禅寺方丈 天正

す 慈照寺銀閣 長亭3 1 国宝慈照寺銀閣修理工事報告書
京都府教育庁指導部文化
財保護課

京都府教育庁指導部文化
財保護課

平成22 × × × ×

！ 慈照寺東求堂 文明17 1 国宝慈照寺東求堂修理工事報告書 京都府教育委員会 京都府教育委員会 昭和40 ○

↓ 清水寺 清水寺本堂 寛永10 1 国宝清水寺本堂修理工事報告書
京都府教育庁文化財保護
課

京都府教育庁文化財保護
課

昭和42 ○

蓮華王院本堂（三十三間堂） 文永3

妙法院庫裏 桃山

東福寺 東福寺三門 応永12

知恩院三門 元和7 1 重要文化財知恩院三門修理工事報告書
京都府教育庁指導部文化
財保護課

京都府教育庁指導部文化
財保護課

平成4 ○

知恩院本堂（御影堂） 寛永16 ○ × ○ ×

竜吟庵 竜吟庵方丈 嘉慶元

本願寺飛雲閣 桃山 1 国宝本願寺飛雲閣修理工事報告書 京都府教育委員会 京都府教育委員会 昭和41年12月 ○ × × ○

本願寺唐門 桃山 1 国宝本願寺唐門修理工事報告書 京都府教育庁指導部文化財保護課京都府教育庁指導部文化財保護課昭和55年3月 ○ × ○ ×

本願寺書院（対面所及び白書院） 元和4 1 国宝本願寺書院（対面所及び白書院）修理工事報告書京都府教育庁文化財保護課京都府教育庁文化財保護課昭和34年7月 ○ × ○ ○

本願寺北能舞台 天正9

本願寺黒書院及び伝廊 明暦3

教王護国寺金堂 慶長8

教王護国寺五重塔 寛永20 1 国宝教王護国寺五重塔修理工事報告書 京都府教育庁文化財保護課京都府教育庁文化財保護課昭和35年12月 × × × ×

教王護国寺大師堂（西院御影堂） 康歴2 1 重要文化財敎王護國寺寳藏　大師堂修理工事報告書京都府教育庁文化財保護課京都府教育庁文化財保護課昭和30年12月 × × × ×

教王護国寺蓮華門 鎌倉前期

観智院 観智院客殿 慶長10

高山寺 高山寺石水院（五所堂） 鎌倉前期

仁和寺 仁和寺金堂 慶長18

広隆寺 広隆寺桂宮院本堂 建長3以前

知恩院

本願寺

教王護国寺

大徳寺

慈照寺

妙法院

京都



醍醐寺五重塔 天暦6

醍醐寺清滝宮拝殿 永亭6

醍醐寺薬師堂 保安2

醍醐寺金堂 平安後期

三宝院 三宝院表書院 慶長3

三宝院唐門 桃山

法界寺 法界寺阿弥陀堂 鎌倉前期

光明寺 光明寺仁王門 宝冶2

平等院鳳凰堂 天喜元

中堂 天喜元

両翼廊 天喜元

尾廊 天喜元

浄瑠璃寺 浄瑠璃寺本堂（九体寺本堂） 保元2頃

浄瑠璃寺三重塔（九体寺三重塔） 治承2以前

海住山寺 海住山寺五重塔 建保2

妙喜庵 妙喜庵茶室（待庵） 天正

孝恩寺 孝恩寺観音堂 鎌倉後期

慈眼院 慈眼院多宝塔 文永8

観心寺 観心寺金堂 正平

太山寺 太山寺本堂 弘安8

鶴林寺本堂 応永4

鶴林寺大師堂 天永3

浄土寺 浄土寺浄土堂（阿弥陀堂） 建久3 ○

一乗寺 一乗寺三重塔 承安元

朝光寺 朝光寺本堂
応永20～
正長元

醍醐寺

平等院

鶴林寺

大阪

兵庫



東大寺南大門 正治元 1 東大寺南大門史及昭和修理要録
奈良縣廳内　東大寺南大
門修理工事事務所

奈良縣廳内　東大寺南大
門修理工事事務所

昭和5 × × × ×

東大寺法華堂
天平１９頃
（正堂）、

1 国宝東大寺法華堂修理工事報告書
奈良県教育委員会事務局
奈良県文化財保存事務所

奈良県教育委員会 昭和47 × × × ×

東大寺鐘楼 承元 1 国宝東大寺鐘楼修理工事報告書
奈良県教育委員会事務局
奈良県文化財保存事務所

奈良県教育委員会事務局
奈良県文化財保存事務所

昭和42 × × × ×

東大寺金堂（大仏殿） 宝永2 1 ○ ○

東大寺開山堂
建長2、正
治2（内陣）

1 国宝東大寺開山堂修理工事報告書
奈良県教育委員会事務局
奈良県文化財保存事務所

奈良県教育委員会 昭和46 ○ × × ○

東大寺転害門
天平宝字

頃
1 国宝東大寺転害門調査報告書

独立行政法人文化財研究
所　奈良文化財研究所

独立行政法人文化財研究
所　奈良文化財研究所

2003 × × × ×

東大寺本坊経庫
奈良、正
徳4移築

1 国宝東大寺本坊経庫修理工事報告書
奈良県教育委員会事務局
奈良県文化財保存事務所

奈良県教育委員会 昭和58 × × × ×

東大寺二月堂 寛文9

興福寺北円堂 承元4 1
重要文化財興福寺大湯屋・国宝同北円堂修理工事
報告書

奈良県教育委員会事務局
奈良県文化財保存事務所

奈良県教育委員会事務局
奈良県文化財保存事務所

昭和41 ○ × × ○

興福寺三重塔 鎌倉前期 1 国宝興福寺三重塔修理工事報告書
奈良県教育委員会事務局
奈良県文化財保存事務所

奈良県教育委員会 昭和54 ○ × × ○

興福寺五重塔 応永33

興福寺東金堂 1 國寶興福寺東金堂修理工事報告書
國寶興福寺東金堂修理事
務所

國寶興福寺東金堂修理事
務所

昭和15 × × × ×

新薬師寺 新薬師寺本堂 奈良 1
国宝新薬師寺本堂　重要文化財地蔵堂　重要文化
財南門　重要文化財鐘楼　修理工事報告書

奈良県教育委員会事務局
文化財保存事務所

奈良県教育委員会 平成8 × × × ×

1 薬師寺東塔及び南門修理工事報告書
奈良県教育委員会文化財
保存課

奈良県教育委員会文化財
保存課

昭和31 ？

1 薬師寺東塔に関する調査報告 浅野清（著者） 薬師寺 昭和56 ？

薬師寺東院堂 弘安8

国宝唐招提寺講堂他二棟修理工事報告書
奈良県教育委員会事務局
奈良県文化財保存事務所

奈良県教育委員会 昭和47

国宝　唐招提寺金堂修理工事報告書（本編1、本編
2、本編3（図版）、発掘調査編別添図、発掘調査編・
瓦調査編、構造補強調査編・彩色調査編）

奈良県教育委員会事務局
奈良県文化財保存事務所

奈良県教育委員会 平成21 本編１、目を通した

唐招提寺講堂 奈良 1 国宝唐招提寺講堂他二棟修理工事報告書
奈良県教育委員会事務局
奈良県文化財保存事務所

奈良県教育委員会 昭和47 × × × ×

唐招提寺鼓楼 仁治元 1 国宝唐招提寺講堂他二棟修理工事報告書
奈良県教育委員会事務局
奈良県文化財保存事務所

奈良県教育委員会 昭和47 × × × ×

唐招提寺宝蔵 奈良 1 唐招提寺宝藏及び経藏修理工事報告書
奈良県教育員会文化財保
存課

奈良県教育員会文化財保
存課

昭和37 × × × ×

唐招提寺経蔵 奈良 1 唐招提寺宝藏及び経藏修理工事報告書
奈良県教育員会文化財保
存課

奈良県教育員会文化財保
存課

昭和37 × × × ×

秋篠寺 秋篠寺本堂 鎌倉前期 1 国宝秋篠寺修理工事報告書
奈良県教育委員会事務局
奈良県文化財保存事務所

奈良県教育委員会 昭和44 × × × ×

霊山寺 霊山寺本堂 弘安6

元興寺極楽坊本堂 寛元2 1 元興寺極楽坊本堂、禅室及び東門修理工事報告書
奈良県教育委員会文化財
保存課

奈良県教育委員会文化財
保存課

昭和32 ○ × ○ ×

元興寺極楽坊五重小塔 奈良 1 国宝元興寺極楽坊五重小塔修理工事報告書
奈良県教育委員会事務局
奈良県文化財保存事務所

奈良県教育委員会事務局
奈良県文化財保存事務所

昭和43 ○ ○ ○ ×

元興寺極楽坊禅室 鎌倉前期 1 元興寺極楽坊本堂、禅室及び東門修理工事報告書
奈良県教育委員会文化財
保存課

奈良県教育委員会文化財
保存課

昭和32 × × × ×

海竜王寺 海竜王寺五重小塔 天平

唐招提寺

唐招提寺金堂 奈良 1

東大寺

興福寺

元興寺

薬師寺東塔
薬師寺

天平2



般若寺 般若寺楼門 文永頃

十輪院 十輪院本堂 鎌倉前期 1 十輪院本堂及び南門修理工事報告書
奈良県教育委員会文化財
保存課

奈良県教育委員会文化財
保存課

昭和31 × × × ×

春日堂 安貞

白山堂 安貞

長谷寺 長谷寺本堂 慶安3

榮山寺 榮山寺八角堂 天平宝字

長弓寺 長弓寺本堂 弘安2

当麻寺東塔 奈良

当麻寺西塔 平安前期

当麻寺本堂（曼荼羅堂） 永歴2 1 国宝当麻寺本堂修理工事報告書
奈良県教育委員会事務局
文化財保存課

奈良県教育委員会事務局
文化財保存課

昭和35 ○ × ○ ○

国宝　室生寺五重塔（災害復旧）修理工事報告書
奈良県教育委員会事務局
奈良県文化財保存事務所

奈良県教育員会 平成12

国宝室生寺五重塔修理工事報告書
奈良県教育委員会事務局
奈良県文化財保存事務所

奈良県教育員会 昭和54

室生寺金堂 平安前期 1 国宝　室生寺金堂修理工事報告書
奈良県教育委員会事務局
奈良県文化財保存事務所

奈良県教育員会 平成3 × × × ×

室生寺本堂（灌頂堂） 延慶元 1 国宝室生寺本堂修理工事報告書
奈良県教育委員会事務局
奈良県文化財保存事務所

奈良県教育委員会事務局
奈良県文化財保存事務所

昭和41 × × × ×

×1 ○ × ○

室生寺

室生寺五重塔
奈良末～
平安初

奈良
圓成寺

当麻寺



法隆寺金堂 飛鳥 法隆寺国宝保存工事報告書　第十四冊　金堂 竹島　卓一 法隆寺国宝保存委員会 昭和37 × × × ×

法隆寺中門 飛鳥

法隆寺五重塔 飛鳥 法隆寺国宝保存工事報告書　第十三冊　五重塔
法隆寺國寶保存工事事務
所長　竹島卓一

法隆寺國寶保存工事事務
所長　竹島卓一

昭和30 × × × ×

法隆寺東院夢殿 天平11

法隆寺大講堂 正暦元 法隆寺国宝保存工事報告書　第六冊　大講堂
文部省宗教局保存課内
法隆寺國寶保存事業部幹
事　靑戸　精一

文部省宗教局保存課内
法隆寺國寶保存事業部

昭和16 × × × ×

法隆寺鐘楼
寛弘2～寛

仁4
1 × × × ×

法隆寺経蔵 奈良 1 × × × ×

法隆寺回廊　東廻廊、西廻廊 飛鳥 2 × × × ×

法隆寺東院鐘楼 鎌倉前期 1
法隆寺国宝保存工事報告書　第三冊　東院礼堂及
東院鐘楼

法隆寺國寶保存事業部 法隆寺國寶保存事業部 昭和12 × × × ×

法隆寺東院伝法堂 奈良
法隆寺国宝保存工事報告書　第八冊　東院舎利殿
及び絵殿並伝法堂

文部省社會教育局文化課
内　法隆寺國寶保存事業
部　　　　大岡　寛

文部省社會教育局文化課
内　法隆寺國寶保存事業
部　　　　大岡　寛

昭和18 × × × ×

法隆寺南大門 永亭10

法隆寺西円堂 建長2 1 法隆寺国宝保存工事報告書　第四冊　西円堂 法隆寺國寶保存事業部 法隆寺國寶保存事業部 昭和13 × × × ×

法隆寺聖霊院 弘安7 1 法隆寺国宝保存工事報告書　第十二冊　聖霊院
法隆寺国宝保存工事事務
所長　竹島卓一

法隆寺国宝保存工事事務
所長　竹島卓一

昭和30 × × × ×

法隆寺食堂 奈良 法隆寺国宝保存工事報告書　第二冊　食堂及細殿 法隆寺國寶保存事業部 法隆寺國寶保存事業部 昭和11 × × × ×

法隆寺東大門 奈良 法隆寺国宝保存工事報告書　第一冊　東大門 法隆寺國寶保存事業部 法隆寺國寶保存事業部 昭和10 × × × ×

法隆寺三経院及び西室 寛喜3

法隆寺東室 奈良

法隆寺綱封蔵 平安前期

法起寺 法起寺三重塔
天武13～

慶雲3
1 国宝法起寺三重塔修理工事報告書

奈良県教育委員会事務局
奈良県文化財保存事務所

奈良県教育委員会 昭和50 × × × ×

金峯山寺本堂 天正19 1 国宝　金峯山寺本堂修理工事報告書
奈良県教育委員会事務局
奈良県文化財保存事務所

奈良県教育委員会 昭和59 × × × ×

金峯山寺仁王門 康正2

長保寺大門 嘉慶2 1 × × × ×

長保寺本堂 延慶4 1 ○ ○ × ×

長保寺多宝塔 正平12 1 × × × ×

善福院 善福院釈迦堂 嘉暦2

根来寺 根来寺多宝塔（大塔）
明応～天

文

国宝法隆寺回廊他五棟修理工事報告書
奈良県教育委員会事務局
奈良県文化財保存事務所

奈良県教育委員会 昭和58

国宝　長保寺本堂修理工事報告書

法隆寺

金峯山寺

長保寺 昭和47

和歌
山

社団法人　和歌山県文化
財研究会

長保寺



国宝金剛峰寺不動堂修理工事報告書
財団法人高野山文化財保
存会

財団法人高野山文化財保
存会

昭和38

国宝　金剛峰寺不動堂　修理工事報告書
財団法人　和歌山県文化
財センター

財団法人高野山文化財保
存会

平成11 ○ × ○ ×

金剛三昧院 貞応2

鳥取 三仏寺 三仏寺奥院（投入堂） 平安後期

不動院 不動院金堂 天文9

浄土寺多宝塔 元徳元 × × × ×

浄土寺本堂 嘉暦2 × × × ×

向上寺 向上寺三重塔 永亭4 1 国宝向上寺三重塔修理工事報告書
重要文化財向上寺三重塔
修理委員会

重要文化財向上寺三重塔
修理委員会

昭和38 ○ × × ○

明王院本堂 元応3 1 国宝明王院本堂修理工事報告書
国宝明王院本堂修理委員
会

国宝明王院本堂修理委員
会

昭和39 ○ × × ○

明王院五重塔 貞和4 1 国宝明王院五重塔修理工事報告書
国宝明王院五重塔修理委
員会

国宝明王院五重塔修理委
員会

昭和37 ○ ○ ○ ○

功山寺 功山寺仏殿 元応2 1 国宝　功山寺仏殿修理工事報告書
財団法人　文化財建造物
保存技術協会

功山寺 昭和60 ×

瑠璃光寺 瑠璃光寺五重塔 嘉吉2

香川 本山寺 本山寺本堂 正安2 1 国宝本山寺本堂修理工事報告書
国宝本山寺本堂修理工事
委員会

国宝本山寺本堂修理工事
委員会

昭和30 × × × ×

太山寺 太山寺本堂 嘉元3

石手寺 石手寺仁王門 文保2

大宝寺 大宝寺本堂 鎌倉前期

高知 豊楽寺 豊楽寺薬師堂 仁平元頃

崇福寺大雄宝殿 正保3 1 ○ × ○ ○

崇福寺第一峰門 寛永21 1 ○ × ○ ×

大分 富貴寺 富貴寺大堂 平安後期

C-1 松本城天守 元和初頃 × × × ×

C-2 乾小天守 文禄元 × × × ×

C-3 渡櫓 元和初頃 × × × ×

C-4 辰巳附櫓 寛永 × × × ×

C-5 月見櫓 寛永 × × × ×

愛知 C-6 犬山城 犬山城天守 慶長6 国宝　犬山城天守修理工事報告書
国宝犬山城天守修理委員
会

国宝犬山城天守修理委員
会

昭和40 × × × ×

C-7 彦根城天守 慶長11

C-8 附櫓及び多聞櫓 慶長11

国宝並びに重要文化財浄土寺本堂、多宝塔、山門
修理工事報告書

（財）文化財建造物保存技
術協会

昭和48

金剛峰寺

松本城

彦根城

国宝　松本城

財団法人　文化財建造物
保存技術協会

崇福寺

金剛峰寺不動堂 鎌倉後期 1

国宝　崇福寺大雄宝殿・第一峰門保存修理工事報
告書

国宝浄土寺修理委員会

長野

浄土寺

明王院

長崎 崇福寺

滋賀

平成7

松本市教育委員会 松本市教育委員会 昭和41

× ○ ×国宝彦根城天守・附櫓及び多聞櫓修理工事報告書 滋賀県教育委員会 滋賀県教育委員会 昭和35 ○

広島

山口

城　　　郭

愛媛



C-9 遠侍及び車寄 慶長7～8

C-10 式台
慶長7～8
及び寛永2

C-11 大広間
慶長7～8
及び寛永2

C-12 蘇鉄之間
慶長7～8
及び寛永2

C-13 黒書院（小広間）
慶長7～8
及び寛永2

C-14 白書院（御座の間）
慶長7～8
及び寛永2

C-15 姫路城大天守 慶長13
国宝重要文化財　姫路城保存修理工事報告書Ⅰ
（本文）（附図）

文化財保護委員会 文化財保護委員会 昭和40

C-16 姫路城西小天守 慶長14
国宝重要文化財　姫路城保存修理工事報告書Ⅱ
（本文）（附図）

文化財保護委員会 文化財保護委員会 昭和40

C-17 姫路城乾小天守 慶長14
国宝重要文化財　姫路城保存修理工事報告書Ⅲ
（本文）（附図上・下）

文化財保護委員会 文化財保護委員会 昭和40

C-18 姫路城東小天守 慶長14頃 国宝（建造物）姫路城防災施設事業　工事報告書
姫路市教育委員会文化部
姫路城管理事務所

姫路市 平成15

C-19 姫路城イ、ロ、ハ、ニの渡櫓 慶長14頃

兵庫

二条城
二の丸御殿

姫路城

京都

○

○



時期 内容 総額 備考 箇所 内容 方法 部材名
金具工事（銅製金具　新規
作成）

漆箔（18.0㎡） 10,152,000円 飾金物 金含有量95%以上、10.5cm角、A3号色 金具 飾金物

漆箔・破損補修（0.15
㎡）

37,500円 漆塗
金含有量95%以上、A3号色、寸法3寸6分角、厚み約0.2μ
（0.0002mm）

奥殿
妻虹梁、懸魚、向拝廻り、軒先廻海老虹梁、虹梁、頭貫、犀彫
刻、縁腰組、浜縁廻り等

漆箔・補修（45.1㎡） 6,043,400円 彩色【外部】 金含有量96%以上、A2号色（高岡製箔製） 中殿 組物廻り、丸桁、頭貫、花頭窓龍彫刻、縁廻り、縁腰組等

塗装工事（金箔押） （117㎡） 24,570,000円
単価210,000円/
㎡

桐油彩色
金含有量96%以上、A2号色、寸法3寸6分角、厚み約0.2μ
（0.0002mm）

拝殿 破風板、軒唐破風等

塗装工事（内部箔押） （26.3㎡） 5,523,000円
単価210,000円/
㎡

奥殿外部の隅尾垂木彫刻（下段象）、大貫鼻波篭彫彫刻、奥殿
向拝柱懸鼻彫刻（東面白澤）、奥殿・中殿腰縁下支輪板彩色

大正期
社殿の内外ともに塗替え
（本殿正面はこのとき箔下
漆を黒漆から赤漆に変更）

塗装工事　金箔押し （16.5㎡） 2,194,500円 金含有量95%以上、10.5cm角、A3号
蛍光X線分
析

元素数比
金100%、銅
1.76%、水銀
63.6%

本殿
柱（内部正面・内外陣境）の見付け面、蟇股、巻斗、実肘木、板
唐戸（内外陣境）の裏面、箱棟の飾板

昭和43年 外部塗替え
彩色工事　皮箔押し（金箔で
はない？）

（3.5㎡） 329,000円 当初金箔 金100% 拝殿 蟇股、巻斗、実肘木、箱棟の飾板

飾金具工事　漆箔押し補修 （100.15㎡） 10,315,450円 大正金箔
金94.08%、
銀5.92%

石の間 太瓶束

金具 飾金物

瑞巌寺 本堂
昭和30年
～昭和33年

障壁画、木部彫刻等の要所

元禄12年
（1699）

造幣局によ
る分析

外部
縁廻、軸部、戸口、板壁、組物、軒廻（茅負、飛檐隅木、飛檐垂
木、飛檐軒裏板、木負、地隅木、地垂木、地軒裏板）等見えがか
りすべて、屋根（宝珠、露盤のみ）

明治30年 分光分析 内部
床、側廻の見返、化粧屋根裏、板天井、内陣の小壁板、入側桁、
折上小組格天井、三須弥壇上面、肘木木口、蟇股の上端下端

昭和6年
覆堂の解体修理、金色堂の
修理（屋根、基礎を中心に）

本堂
災害復旧工
事（屋根替）

昭和28年
～昭和29年

三重塔 解体修理工事
昭和30年
～昭和32年

初重内部 四天柱根巻及び仏壇台座

仁治3年
（1242）

厨子・須弥壇の改造 漆工 5.00(人) 5,000円
桁・台輪間に置かれた獅子、飾り金具、厨子（正面方立・扉絵に
蒔絵、下成基壇格狭間に金箔押（後世））

天正11年
（1583）

飾金具の取替え 金属類費 816,252円 光背・台座

元禄2年
（1689）

下層内部天井まわりの金箔
押し

金箔 210,000枚 【寛永造営時】 彫刻
唐破風内虹梁、同太瓶束、入母屋破風内虹梁、同太瓶束、入母
屋破風板、肘木

延享2年
（1745）

彩色修理 【漆塗工事】
※総工事費の
18.6%

約15万千枚（1枚は3寸2分角、約0.00085㎡）、約251両 彩色
唐子遊びの彫刻、仙人像の彫刻、上層組物間の鳳凰の彫刻、唐
破風内の麒麟の彫刻、上層組物先端の竜、恙の彫刻、上層丸桁
の鳳凰と牡丹唐草、雲竜図（天井絵）、天女および迦陵頻伽の図

文化9年
（1812）

装飾全体にわたる修補
漆金箔押本直（菖蒲桁、茅
負布裏甲、破風板面）

28.75㎡ 803,850 27,960 箔押し手間　約4970人約270両 外部 軒先の破風板、茅負、裏甲、化粧裏板、虹梁、太瓶束

文久元年
（1861）

彩色の全般的な修補
漆金箔押（面箔）中直（上下
層斗栱）

69.47㎡ 1,863,095 26,819弱 陽明門・袖塀の工事費合計　約23487両 内部
天井まわりの組物、すみさす等、組物の面や大羽目板の牡丹浮
彫の背景になる地

大正
彩色、漆塗、飾り金具の仕
上の全面的な修理

漆金箔押（面箔）真搔合（上
下層斗栱以外）

14.50㎡ 291,920 20,132強 工匠　金箔　御はくや太郎右衛門、舛や彦右衛門 飾り金具
懸魚につけられたすかし模様の飾り金具、上層高欄の擬宝珠、
瓦の文様の一部、棟の銅板

漆金箔押真搔合（下層間仕
切他下部羽目板、天井下斗

98.71㎡ 1,883,584 19,082 工匠　薄押　十兵衛、天王寺や甚四郎

朱金箔押真搔合（東西破風
化粧裏板）

1.98㎡ 20,889 10,550 10.9cm角、100枚あたり1.5～2.0g

漆箔押地紋彫真搔合（太瓶
束、絵様虹梁破風板）

8.93㎡ 174,781 19,572強 【本修理時】

【彩色工事】
※総工事費の
49.8%

金具工事
（鍍金およ

金沢箔A3号色純金96%以上、10.9平方mm。100枚に付2g以上
（特注規格品）

置上生彩色（正面上層揚額） 2.09㎡ 171,380 82,000

平生彩色（隅獏、竜、下層両
側牡丹彫刻）

245.69㎡ 12,653,035 51,500

生彩色（尾棰、支輪斗栱間
枇杷板、下層肘木付彫刻小

123.21㎡ 6,320,673 51,300

【金具工事】
※総工事費の
18.4%

強漆箔押（再用）（唐草、
巴、箱棟、鬼、紋章）

81.00㎡ 1,296,000 16,000

漆箔押（新補）（箱棟、紋章） 0.26㎡ 14,144 54,400

【天井板絵工事】
※総工事費の
4.4%

天井墨絵及彩色（枠雲彩色
資材、金箔群青、朱他）

1.64㎡ 53,000 32,317強

大正 塗装修理 塗装工事 36,828,916円 内陣 格子の見付け、額縁、大羽目の中の二十五菩薩像
金具工事 5,157,318円 内々陣 北面の柱（一部）、欄間彫刻

三卿の間 柱（床天端より台輪下までの一部）、三卿厨子
外部 正面懸魚の輪郭・輪宝・六葉等
内部 双折障子

錺金具
正面の入母屋千鳥破風、裳階の正面唐破風の錺金具、鬼板・箱
棟取付金具、獅子口鉢巻など

文化13年
（1816）

金具、内外部の漆塗の塗替え398,207,680円 【塗装工事】
外部
（本殿）

柱（縁下を除く）、内法長押面部、蟇股足面部、組物絵様渦巻、
妻組物絵様渦巻、懸魚面部、懸魚六葉

明治30年
（1897）

拝殿廻りのペンキ塗装 漆塗金箔押（布着）
外部
（幣殿）

内法長押面部、火頭窓台面部、同額縁面部、同立涌格子見付、
組物絵様渦巻、蟇股足面箔

昭和36年
（1961）

屋根修理、木部修理（県補
助金事業）

漆塗金箔押（真搔合）
外部
（拝殿）

内法長押面部、方立小脇板地紋彫松彫刻芯部、向拝柱地紋彫
周囲面部、柱上組物絵様渦巻、蟇股足面部、向拝柱上組物絵様
渦巻、唐破風兎ノ毛通し、同見返し絵様面部、縋破風欠眉、同降
懸魚絵様面部および木口、妻組物絵様渦巻、同笈形絵様渦巻、
同大瓶束上組物絵様渦巻、同拝懸魚面部および木口、同絵様六
葉彫刻、千鳥破風組物絵様渦巻、同虹梁絵様渦巻、同拝懸魚絵
様面部および木口、同絵様六葉彫刻、向拝繋虹梁龍彫刻、同柱

昭和50年
（1975）

金具工事（県補助金事業） 漆塗金箔押（打付）
内部
（本殿）

羽目板壁、組物絵様渦巻

幣・拝殿壁画金箔押（打付）
内部
（幣殿）

本殿正面柱、内法長押面部、火頭窓台面部、火頭窓両脇羽目
板、火頭窓付鴨居上・虹梁形頭貫間羽目板、北面中央間羽目板
板絵、地紋彫付虹梁欠眉、蟇股足面箔、組物絵様渦巻

拝殿舞良戸板絵金箔押
内部
（拝殿）

内法長押面部、蟇股足面箔、組物拳鼻絵様渦巻、幣・拝殿境頭貫持送挿肘木絵様渦巻、西面南脇間羽目板板絵、西面北脇間舞良戸板絵

拝殿正面扁額漆塗金箔押 本殿 妻大瓶束結綿凸部
軒巴漆塗金箔押（四四五面） 幣殿 内外虹梁形頭貫絵様渦巻、外部虹梁形頭貫薙眉

幣殿軒先飾り漆塗金箔押（三面） 拝殿
向拝虹梁形頭貫錫杖彫凸部、向拝二重虹梁欠眉、向拝大瓶束
結綿凸部、妻大瓶束結綿凸部、千鳥破風大瓶束結綿凸部

拝殿軒先飾り漆塗金箔押（二面）
棟胴漆塗金箔押

869,992,010円

金具工事（銅製金具　補修）
1,159,442,365円

桐油彩色部分

大崎八幡宮
本殿
石の間
拝殿

半解体修理
平成12年
～平成16年

塗装

聖天堂歓喜院

屋根葺替及
び部分修理
（木部・金
具）・塗装修

理

平成15年
～平成22年

漆塗

XPS

明通寺

漆芸装飾
中尊寺 金色堂

漆塗

古い金箔には銀・珪素・
鉄が中量混じっており、
銅はかえって少量であ
り、近ごろの金箔とは著
しく相違している。
創建時の金箔には銀が
少量あり、銅分がないこ
とがわかった。

当麻寺 本堂 解体修理
昭和32年
～昭和35年

36,712,462円
解体修理中に発見

東照宮
陽明門
（袖塀は
含まず）

修理工事（漆
塗、彩色、飾
り金具の鍍
金および漆
箔を更新する
ことを主目的
とした）

名称 建築名称
金箔使用箇所

修理期間修理方針
修理工事経費
金箔関係抜粋

これまでの塗装修理等履歴 金箔の材料 金箔に関する分析
結果

昭和44年
～昭和48年

126,834,000円

漆塗
善光寺 本堂

屋根葺替及
び部分修理
工事

昭和59年
～平成元年

金沢箔1号色及び3号色、10.9cm角、100枚に付2g以上で純度
95%以上。

漆塗

1,393,501,979円

妙義神社

本殿
幣殿
拝殿
（いずれ
も重文）

昭和60年
～平成元年

漆塗

彩色

塗装及び部
分修理


